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(57)【要約】
【課題】端子間の短絡を防止する。
【解決手段】第一ハウジング３０と、この第一ハウジン
グ３０に形成された嵌合部３１と嵌合可能な収容部５２
を有する第二ハウジング５０と、両ハウジング３０，５
０の嵌合状態において嵌合方向に対向する第一側嵌合面
３４および第二側嵌合面６０を横切る中継端子５６と、
前記第一ハウジング５０に設けられ、両ハウジング３０
，５０を嵌合状態にロックするロックアーム３６とを備
え、ロックアーム３６を嵌合方向において第二側嵌合面
６０に投影させた位置には、嵌合部３１の第一側遮断面
４０に対向するように近接して配される第二側遮断面６
４を有する突出部６３が設けられており、第二側嵌合面
６０には、第一側嵌合面３４の異物侵入防止凹部４１と
嵌合方向に凹凸嵌合することで、第一側嵌合面３４およ
び第二側嵌合面６０を横切る中継端子５６を覆う異物侵
入防止突部６５が設けられているところに特徴を有する
。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一ハウジングと、この第一ハウジングに嵌合可能な第二ハウジングと、両ハウジング
の嵌合状態において嵌合方向に対向する一対の嵌合面間を横切る端子と、前記第一ハウジ
ングに設けられ、前記両ハウジングを嵌合状態にロックするロックアームとを備え、
　前記ロックアームを嵌合方向において前記嵌合面に投影させた位置には、前記両ハウジ
ングの外側から前記一対の嵌合面間に異物が侵入することを防ぐ第一の異物侵入防止部が
設けられ、
　前記一対の嵌合面において前記端子と対応する位置には、前記嵌合面間に侵入した異物
が前記端子に接触することを防ぐ第二の異物侵入防止部が設けられているコネクタ。
【請求項２】
　前記ロックアームの嵌合方向前端部は、前記第一ハウジングの前記嵌合面よりも嵌合方
向後側に配されており、
　前記第一の侵入防止部は、第一ハウジングにおいて前記ロックアームの前記嵌合方向前
端部と前記第一ハウジングの前記嵌合面との間に形成された嵌合方向に延びる第一側遮断
面と、第二ハウジングにおいて前記第二ハウジングの前記嵌合面から嵌合方向に延びて形
成され、前記両ハウジングが嵌合状態の時に、前記第一側遮断面に対向するように近接し
て配される第二側遮断面とからなる請求項１記載のコネクタ。
【請求項３】
　前記第二ハウジングは、前記ロックアームと嵌合方向に対向するように前記第二ハウジ
ングの前記嵌合面から嵌合方向前側に突出して形成された突出部を有しており、
　前記第二側遮断面は、前記突出部に形成されている請求項２記載のコネクタ。
【請求項４】
　前記第一側遮断面は、前記第一ハウジングの前記ロックアームが形成された面と面一に
形成されている請求項２または請求項３記載のコネクタ。
【請求項５】
　前記第二の異物侵入防止部は、前記一対の嵌合面の一方から他方に向けて突設された異
物侵入防止突部と、同他方に凹設された異物侵入防止凹部とからなり、
　前記両ハウジングが嵌合状態の時に、前記異物侵入防止突部と前記異物侵入防止凹部と
が前記一対の嵌合面間を横切るようにして凹凸嵌合する請求項１乃至請求項４記載のコネ
クタ。
【請求項６】
　前記端子は、前記異物侵入防止突部が形成された前記一方の嵌合面から突出しており、
　前記異物侵入防止突部は、前記端子の基端部に形成されている請求項５記載のコネクタ
。
【請求項７】
　前記異物侵入防止突部は、前記端子の基端部を全周に亘って覆うように形成されている
請求項６記載のコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、嵌合部を有する雌側ハウジングを雄側ハウジングに設けられたフード部内に嵌合
させて両ハウジングを嵌合状態にロックするコネクタとして、下記特許文献１に記載のも
のが知られている。雄側ハウジングのフード部の奥壁からは端子が突出した状態となって
おり、両ハウジングが嵌合状態に至ると嵌合部の前壁に設けられた端子挿入孔から端子が
挿入され、端子が嵌合部内に収容された雌型端子と電気的に接続されるようになっている
。
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　また、嵌合部には、嵌合部の前壁から斜め上後方に延出された弾性変形可能なロックア
ームが形成されており、両ハウジングが嵌合状態に至ると、ロックアームに形成された係
止突起が雄側ハウジングのフード部に設けられたロック孔に嵌まり込み、両ハウジングが
嵌合状態にロックされるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－５７２６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上記のコネクタは、金属粉や金属片などの異物が浮遊する潤滑油などの油中
で使用される場合があるが、フード部に設けられたロック孔は、フード部の奥壁まで切り
欠かれた形状となっており、ロック孔にロックアームの係止突起が嵌り込んだ後において
も、ロック孔とロックアームとの隙間から金属片などの異物がフード部内に侵入し易い。
加えて、ハウジングから引き出された電線が引っ張られるなどして雌側ハウジングと雄側
ハウジングとがロックされた状態のまま互いに離脱する方向に離れた状態になると、フー
ド部の奥壁と嵌合部の嵌合面との間に隙間が生じて端子が露出された状態となってしまい
、ロック孔から侵入した異物が露出した端子間に亘って接触することで、端子間で短絡が
生じてしまう。
【０００５】
　本発明は上記のような事情に基づいて完成されたものであって、端子間の短絡を防止す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の目的を解決する手段として本発明は、第一ハウジングと、この第一ハウジングに
嵌合可能な第二ハウジングと、両ハウジングの嵌合状態において嵌合方向に対向する一対
の嵌合面間を横切る端子と、前記第一ハウジングに設けられ、前記両ハウジングを嵌合状
態にロックするロックアームとを備え、前記ロックアームを嵌合方向において前記嵌合面
に投影させた位置には、前記両ハウジングの外側から前記一対の嵌合面間に異物が侵入す
ることを防ぐ第一の異物侵入防止部が設けられ、前記一対の嵌合面において前記端子と対
応する位置には、前記嵌合面間に侵入した異物が前記端子に接触することを防ぐ第二の異
物侵入防止部が設けられているところに特徴を有する。
【０００７】
　コネクタを金属粉や金属片などの異物が浮遊する潤滑油などの油中内で使用する場合、
ハウジングにロックアームなどが設けられていると、両ハウジングが嵌合状態にロックさ
れていても、両ハウジングの外側からロックアーム周辺部を通して一対の嵌合面間へ異物
が侵入し易くなる。また、一般に、ロックアームの周りには、ロックアームが変位するた
めのクリアランスが設けられていることから、何れかのハウジングが引っ張られると両ハ
ウジングが離脱する方向に僅かに離れた状態になり、ロックアームの周辺から一対の嵌合
面間へさらに異物が侵入し易くなってしまう。ところが上記のコネクタによると、両ハウ
ジングの外側からロックアーム周辺の隙間を通して一対の嵌合面間へ異物が侵入すること
を第一の異物侵入防止部によって防ぐことができる。また、仮に一対の嵌合面間に異物が
侵入したとしても、第二の異物侵入防止部によって、異物が端子に接触することを防ぐこ
とができる。これにより、異物が端子間に亘って接触することに起因して、端子間で短絡
が生じることを防ぐことができる。
【０００８】
　本発明の実施の態様として、以下の構成が好ましい。
　前記ロックアームの嵌合方向前端部は、前記第一ハウジングの前記嵌合面よりも嵌合方
向後側に配されており、前記第一の侵入防止部は、第一ハウジングにおいて前記ロックア
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ームの前記嵌合方向前端部と前記第一ハウジングの前記嵌合面との間に形成された嵌合方
向に延びる第一側遮断面と、第二ハウジングにおいて前記第二ハウジングの前記嵌合面か
ら嵌合方向に延びて形成され、前記両ハウジングが嵌合状態の時に、前記第一側遮断面に
対向するように近接して配される第二側遮断面とからなる構成としてもよい。
　このような構成によると、両ハウジングが嵌合状態の時に、ロックアームを嵌合面から
後側にずらして配置することで形成された第一側遮断面に対して、第二側遮断面が嵌合方
向と交差する方向に対向するように近接して配される。これにより、嵌合方向と交差する
方向からロックアーム周辺部の隙間を通して一対の嵌合面間へ異物が侵入することを防ぐ
ことができる。
【０００９】
　前記第二ハウジングは、前記ロックアームと嵌合方向に対向するように前記第二ハウジ
ングの前記嵌合面から嵌合方向前側に突出して形成された突出部を有しており、前記第二
側遮断面は、前記突出部に形成されている構成としてもよい。
　このような構成によると、第二ハウジングの嵌合面に突出部を形成することで、第二側
遮断面を形成することができる。
　前記第一側遮断面は、前記第一ハウジングの前記ロックアームが形成された面と面一に
形成されている構成としてもよい。
　このような構成によると、第一ハウジングの形状を複雑にすることなく、第一側遮断面
を設けることができる。
【００１０】
　前記第二の異物侵入防止部は、前記一対の嵌合面の一方から他方に向けて突設された異
物侵入防止突部と、同他方に凹設された異物侵入防止凹部とからなり、前記両ハウジング
が嵌合状態の時に、前記異物侵入防止突部と前記異物侵入防止凹部とが前記一対の嵌合面
間を横切るようにして凹凸嵌合する構成としてもよい。
　このような構成によると、異物侵入防止突部と異物侵入防止凹部とを凹凸嵌合させるこ
とで、一対の嵌合面間を嵌合方向に入り組んだ状態にすることができる。これにより、異
物が端子に接触することが防がれ、異物が端子間に亘って接触することを防ぐことができ
る。
【００１１】
　前記端子は、前記異物侵入防止突部が形成された前記一方の嵌合面から突出しており、
前記異物侵入防止突部は、前記端子の基端部に形成されている構成としてもよい。
　このような構成によると、一方の嵌合面における端子の基端部に異物侵入防止突部を形
成し、他方の嵌合面に異物侵入防止凹部を形成していることから、いずれのハウジングも
嵌合方向に大型化することを防ぐことができる。これにより、異物侵入防止突部および異
物侵入防止凹部をハウジングの先端から突出させて形成する場合に比べて、両ハウジング
が嵌合方向に大型化することを回避することができる。ひいては、コネクタが大型化する
ことを回避することができる。
【００１２】
　前記異物侵入防止突部は、前記端子の基端部を全周に亘って覆うように形成されている
構成としてもよい。
　このような構成によると、異物侵入防止突部および異物侵入防止凹部が端子毎に端子を
囲むようにして設けられているので、異物が端子間に亘って接触することを確実に防ぐこ
とができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、端子間の短絡を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】第一ハウジングと第二ハウジングとが嵌合状態にロックされた状態を示す底面図
【図２】第一ハウジングと第二ハウジングとが嵌合状態にロックされた状態を示す縦断面
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図
【図３】図２における第二側遮断面に第一側遮断面が対向して配された状態を示す要部拡
大断面図
【図４】図２における異物侵入防止突部と異物侵入防止凹部とが凹凸嵌合した状態を示す
要部拡大断面図
【図５】第一ハウジングと第二ハウジングとが嵌合する前の状態を示す底面図
【図６】第一ハウジングと第二ハウジングとが嵌合する前の状態を示す縦断面図
【図７】第一ハウジングの正面図
【図８】第二ハウジングの正面図
【図９】第一ハウジングと第二ハウジングとが嵌合状態のまま離脱方向に離れた離間状態
を示す縦断面図
【図１０】図９における第二側遮断面に第一側遮断面が対向して配された状態を示す要部
拡大断面図
【図１１】図９における異物侵入防止突部と異物侵入防止凹部とが凹凸嵌合した状態を示
す要部拡大断面
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　＜実施形態＞
　本発明の実施形態について図１乃至図１１を参照して説明する。
　本実施形態は、例えば、自動車のオートマチックトランスミッションのケースに設けら
れた丸孔形状の取付孔（図示せず）に装着されるコネクタ１０を例示しており、このコネ
クタ１０が取付孔に装着されると、コネクタ１０の一端がケース内に貯留された金属粉や
金属片などの異物が浮遊する潤滑油内に配され、他端がケースの外側に配される。
【００１６】
　コネクタ１０は、図１および図２に示すように、ケース内に配される第一ハウジング３
０と、レバーを有してケースの外側に配されるレバー付きハウジング（図示せず）と、ケ
ースの取付孔に装着されて第一ハウジング３０とレバー付きハウジングとを中継する第二
ハウジング５０とを備えて構成されている。なお、以下の説明において、上下方向とは図
２における上下方向を基準とし、前後方向とは図２における第一ハウジング３０と第二ハ
ウジング５０の嵌合方向を基準として、互いに嵌合する側を前側として説明する。
【００１７】
　第一ハウジング３０は、合成樹脂製であって、図７に示すように、左右方向に横長なブ
ロック状の嵌合部３１を有している。嵌合部３１の内部には、図２および図６に示すよう
に、雌型端子２０を後方から収容するキャビティ３２が上下左右に複数並んで形成されて
いる。
　雌型端子２０は、導電性に優れた金属板材をプレス加工することで形成されており、前
後方向に開口する箱形状の接続部２１と、接続部２１の後方に設けられた電線圧着部２３
とを備えて構成されている。接続部２１の内部には、弾性変形可能な弾性接触片２２が設
けられており、電線圧着部２３には、電線Ｗの被覆および電線Ｗの端末に露出された芯線
Ｗ１に圧着するバレル２４が設けられている。そして、電線圧着部２３のバレル２４を電
線Ｗの被覆および電線Ｗの端末に露出された芯線Ｗ１に圧着することにより、雌型端子２
０が電線Ｗの端末に接続されている。
【００１８】
　キャビティ３２の底壁には、雌型端子２０を後方から係止する樹脂ランス３３が形成さ
れており、樹脂ランス３３がキャビティ３２内に後方から挿入された雌型端子２０を後方
から係止することで、雌型端子２０が嵌合部３１内に抜止されている。
【００１９】
　嵌合部３１における前端面は、上下方向（嵌合方向と略直交方向）に延びる面であって
、第一側嵌合面３４とされている。第一側嵌合面３４は、本発明の「他方の嵌合面」に対
応しており、第一ハウジング３０と第二ハウジング５０とが嵌合した際に、後述する第二
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ハウジング５０の第二側嵌合面（「一方の嵌合面」に相当）６０と嵌合方向に対向して配
されるようになっている。また、第一側嵌合面３４には、キャビティ３２と対応する位置
に前後方向に貫通する略矩形状の端子挿入口３５が設けられている。
【００２０】
　嵌合部３１の下面には、ロックアーム３６が形成されている。このロックアーム３６は
、嵌合部３１の下面から斜め後方に延びる片持ち状に形成されており、ロックアーム３６
の基端部を支点に上下方向に弾性変形可能とされている。
　また、嵌合部３１の下面には、ロックアーム３６を保護する保護部３７が設けられてい
る。保護部３７は、ロックアーム３６の左右両側面およびロックアーム３６の下面を覆う
形態をなしており、他の部材がロックアーム３６に接触するなどしてロックアーム３６が
破損したり、ロックアーム３６が不用意に弾性変形したりしないように保護している。
【００２１】
　第二ハウジング５０は、合成樹脂製であって、前方及び後方に開口した形状とされてい
る。また、第二ハウジング５０は、ケースの外側に配される嵌合凹部５１と、ケースの内
側に配される収容部５２と、嵌合凹部５１と収容部５２との間に位置してケースの取付孔
に装着される端子保持部５３とを備えて構成されている。
【００２２】
　端子保持部５３は、収容部５２の後側を全周に亘って覆う円柱形状をなしており、端子
保持部５３の外周面には、端子保持部５３がケースの取付孔に装着された際に、端子保持
部５３と取付孔との間をシールするゴムリング５４が装着されている。また、端子保持部
５３の後端部には、端子保持部５３から外側に張り出した取付片５５が設けられている。
取付片５５には、前後方向に貫通するボルト挿通孔５５Ａが形成されており、このボルト
挿通孔５５Ａにボルトを挿通させてケースに締め付けることで、第二ハウジング５０がケ
ースに固定されるようになっている。
【００２３】
　端子保持部５３の内部には、収容部５２と嵌合凹部５１とに亘って配される複数の中継
端子（「端子」の一例）５６が上下左右に並んで保持されている。中継端子５６の前端部
には、第一ハウジング３０の雌型端子２０に接続される前側接続部５７が形成されており
、中継端子５６の後端部には、レバー付きハウジングに設けられた端子に接続される後側
接続部５８が設けられている。
【００２４】
　嵌合凹部５１は、後方に開口して形成されており、嵌合凹部５１の奥壁５１Ａからは、
中継端子５６の後側接続部５８が後方に向かって突出している。嵌合凹部５１の外壁には
、レバー付きハウジングのレバーに設けられた一対のカム溝と係合可能な一対のカムピン
５９が設けられている。一対のカムピン５９は、嵌合凹部５１とレバー付きハウジングと
が嵌合する際に、レバー付きハウジングのレバーに設けられたカム溝（図示せず）に進入
する。そして、レバー付きハウジングのレバーを操作することにより、嵌合凹部５１とレ
バー付きハウジングとがカムピン５９とカム溝のカム作用により互いに引き寄せられて嵌
合し、レバー付きハウジングに設けられた端子（図示せず）と後側接続部５８とが接続さ
れる。
【００２５】
　収容部５２は、図６および図８に示すように、前方に向かって開口した形態をなしてお
り、収容部５２内には、第一ハウジング３０の嵌合部３１が嵌合可能とされている。収容
部５２の奥部には、収容部５２と嵌合部３１とが嵌合した際に、嵌合部３１の第一側嵌合
面３４と嵌合方向に対向して配される第二側嵌合面６０が設けられており、第二側嵌合面
６０からは、中継端子５６の前側接続部５７が前方に向かって突出している。そして、嵌
合部３１と収容部５２とが嵌合すると、中継端子５６の前側接続部５７が第一側嵌合面３
４と第二側嵌合面６０との間を嵌合方向に横切って、第一側嵌合面３４に形成された端子
挿入口３５から嵌合部３１内に進入すると共に、嵌合部３１内の雌型端子２０における接
続部２１内に進入し、接続部２１内の弾性接触片２２と弾性的に接続される。
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【００２６】
　また、収容部５２の底壁５２Ａには、底壁５２Ａから上方に立ち上がる一対のガイド部
６１が設けられている。一対のガイド部６１間の左右方向の長さ寸法は、ロックアーム３
６の左右方向の幅寸法とほぼ同じとされており、一対のガイド部６１間には、収容部５２
内に嵌合部３１が嵌合される際に、ロックアーム３６が両ガイド部６１に沿って収容され
るようになっている。
【００２７】
　また、収容部５２の底壁５２Ａにおける一対のガイド部６１の間には、第一ハウジング
３０のロックアーム３６に設けられたロック突起３６Ａが嵌まり込み可能なロック孔６２
が上下方向に貫通して形成されている。このロック孔６２は、図１および図５に示すよう
に、後側部分が前側部分よりも幅狭に形成された略Ｔ字状をなし、ロック孔６２の後端縁
が第二側嵌合面６０よりも前方に配されるように形成されている。そして、収容部５２と
嵌合部３１とが嵌合する際には、ロック突起３６Ａが収容部５２の開口縁に当接して上方
に押圧されることにより、ロックアーム３６が上方に弾性変形し、収容部５２と嵌合部３
１とが嵌合すると、ロック突起３６Ａがロック孔６２に嵌まり込んでロックアーム３６が
弾性復帰することにより、収容部５２と嵌合部３１とが嵌合状態にロックされる。なお、
図２に示すように、ロック突起３６Ａとロック孔６２との間には、ロック突起３６Ａがロ
ック孔６２に嵌まり込むように、ロックアーム３６が略円弧状に変位するためのクリアラ
ンスＣ１が設けられている。
【００２８】
　さて、収容部５２における一対のガイド部６１間には、図２および図３に示すように、
嵌合部３１と収容部５２とが嵌合した際に、嵌合部３１に形成された第一側遮断面４０に
近接して配されることで、第一側嵌合面３４と第二側嵌合面６０との間に生じる隙間（図
示省略）から収容部５２の外部空間へと上下方向に延びる経路を嵌合方向に遮断する突出
部６３が形成されている。
【００２９】
　第一側遮断面４０は、嵌合部３１のロックアーム３６が第一側嵌合面３４の位置よりも
後方に配置されることにより、嵌合部３１の前側下端部に形成されており、ロックアーム
３６の前端部と第一側嵌合面３４との間において嵌合方向に延びた形態をなしている。ま
た、第一側遮断面４０は、ロックアーム３６が形成された面と面一状に形成されており、
第一側遮断面４０の左右方向の長さ寸法は、ロックアーム３６における左右方向の長さ寸
法とほぼ同じに設定されている。
【００３０】
　一方、突出部６３は、第二側嵌合面６０が形成された位置から前方に突出することで、
ロックアーム３６と嵌合方向に対向して形成されている。つまり、突出部６３は、ロック
アーム３６を嵌合方向において第二側嵌合面６０に投影させた位置に形成されている。ま
た、突出部６３は、一対のガイド部６１間全体に亘って形成されており、第二側嵌合面６
０から嵌合方向に延びる第二側遮断面６４と、第二側遮断面６４の前端部から収容部５２
の底壁５２Ａに向かって下方に延びる面とから構成されている。そして、嵌合部３１と収
容部５２とが嵌合すると、第二側遮断面６４と第一側遮断面４０とが上下方向に対向する
ようにして互いに近接して配され、収容部５２の外部空間から第一側嵌合面３４と第二側
嵌合面６０との間に生じる隙間までの上下方向に延びる経路を嵌合方向に入り組んだ状態
にするようになっている。なお、本実施形態において第一側遮断面４０と第二側遮断面６
４とが第一の異物侵入防止部に相当する。
【００３１】
　また、第二側嵌合面６０には、図２および図４に示すように、嵌合部３１と収容部５２
とが嵌合した際に、第一側嵌合面３４に凹設された異物侵入防止凹部４１と嵌合方向に凹
凸嵌合することで、第一側嵌合面３４と第二側嵌合面６０との間を嵌合方向に横切る前側
接続部５７を個別に覆う異物侵入防止突部６５が突設されている。なお、本実施形態にお
いて異物侵入防止凹部４１と異物侵入防止突部６５とが第二の異物侵入防止部に相当する
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。
　異物侵入防止突部６５は、第二側嵌合面６０から突出した前側接続部５７の基端部に個
別に形成されている。また、異物侵入防止突部６５は、前側接続部５７の基端部を全周に
亘って覆うように形成されており、前方に向かってテーパ状に先細りした略四角錐状とさ
れている。
【００３２】
　一方、異物侵入防止凹部４１は、第一側嵌合面３４における端子挿入口３５の前側開口
縁を前側に向かってテーパ状に拡幅することにより端子挿入口３５の前側開口縁に全周に
亘って形成されており、異物侵入防止突部６５の前半分と嵌合するようになっている。ま
た、異物侵入防止凹部４１が前方に向かってテーパ状に拡幅された角度は、異物侵入防止
突部６５が前方に向かってテーパ状に先細りした角度よりも大きく設定されており、異物
侵入防止突部６５と異物侵入防止凹部４１とが凹凸嵌合すると、異物侵入防止凹部４１の
内面と異物侵入防止突部６５の外面との間には、クリアランスＣ２が形成されるようにな
っている。
【００３３】
　本実施形態は、以上のような構成であって、続いて、コネクタ１０の作用および効果に
ついて説明する。
　本実施形態のコネクタ１０がケースの取付孔に装着されると、第一ハウジング３０およ
び第二ハウジング５０の収容部５２がケース内に貯留された潤滑油に晒されることになり
、第一ハウジング３０の嵌合部３１と第二ハウジング５０の収容部５２とが嵌合状態にロ
ックされていても、油中の金属片などの異物がロック孔６２とロックアーム３６のロック
突起３６Ａとの間に生じるクリアランスＣ１を通って内部に侵入する虞がある。さらに、
図９に示すように、第一ハウジング３０と第二ハウジング５０とが嵌合状態のまま、クリ
アランスＣ１の分だけ離脱する方向に離れた離間状態になると、嵌合部３１の第一側嵌合
面３４と収容部５２の第二側嵌合面６０との間に隙間Ｓ１が生じて第一側嵌合面３４と第
二側嵌合面６０との間に異物が侵入し易くなってしまう。
【００３４】
　ところが、本実施形態によると、嵌合部３１と収容部５２とが嵌合すると、図３および
図１０に示すように、嵌合部３１においてロックアーム３６の前方に形成された第一側遮
断面４０と、収容部５２内に形成された突出部６３の第二側遮断面６４とが上下方向に対
向するように互いに近接して配されて、図２および図９に示すように、収容部５２の外部
空間から第一側嵌合面３４と第二側嵌合面６０との間に生じる隙間までの上下方向に延び
る経路を嵌合方向に入り組んだ状態にすることができる。これにより、収容部５２の外側
からロックアーム３６の周辺に生じるクリアランスＣ１を通して第一側嵌合面３４と第二
側嵌合面６０との間に生じる隙間へ異物が侵入することを防ぐことができる。
　また、本実施形態によると、嵌合部３１に設けられたロックアーム３６を第一側嵌合面
３４の位置よりも後方に配することで第一側遮断面４０を形成し、収容部５２内に突出部
６３を形成することで第二側遮断面６４を形成しているので、コネクタ１０の形状を複雑
にすることなく、異物が侵入することを抑制することができる。
　さらに、本実施形態によると、図１に示すように、ロック孔６２の前側部分が後側部分
よりも幅狭に形成され、ロック孔６２の後端縁が第二側嵌合面６０よりも前方に配される
ように形成されていることから、ロック孔６２から異物が侵入することをさらに抑制でき
ると共に、ロック孔６２から第一側嵌合面３４と第二側嵌合面６０との間に生じる隙間ま
での経路をさらに入り組んだ状態にすることができる。
【００３５】
　また、仮に第一側嵌合面３４と第二側嵌合面６０との間に異物が侵入したとしても、第
一側嵌合面３４と第二側嵌合面６０との間を嵌合方向に横切る前側接続部５７は、図４お
よび図１１に示すように、異物侵入防止凹部４１と異物侵入防止突部６５とが嵌合方向に
凹凸嵌合することで個別に覆われ、第一側嵌合面３４と第二側嵌合面６０との間において
露出することを防止することができる。これにより、異物が前側接続部５７に接触するこ
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続部５７間で短絡が生じることを防ぐことができる。
　また、異物侵入防止凹部４１は、嵌合部３１の第一側嵌合面３４に凹設され、異物侵入
防止突部６５は、収容部５２内に突出する前側接続部５７の基端部に形成されているので
、異物侵入防止突部や異物侵入防止凹部をハウジングの先端から突出させて形成する場合
に比べて、第一ハウジング３０や第二ハウジング５０が嵌合方向に大型化することを回避
することができる。ひいては、コネクタ１０が大型化することを回避することができる。
【００３６】
　＜他の実施形態＞
　本発明は上記記述及び図面によって説明した実施形態に限定されるものではなく、例え
ば次のような実施形態も本発明の技術的範囲に含まれる。
　（１）上記実施形態では、第二側嵌合面６０から突出する前側接続部５７が第一側嵌合
面３４と第二側嵌合面６０との間を嵌合方向に横切る構成としたが、本発明はこのような
態様に限定されるものではなく、例えば、第一側嵌合面から突出する接続部が第一側嵌合
面と第二側嵌合面との間を嵌合方向に横切る構成にしてもよい。
　（２）上記実施形態では、突出部６３における前面を第二側遮断面６４から下方へ延び
る面として構成したが、本発明はこのような態様に限定されるものではなく、例えば、突
出部６３における前面をロックアーム３６の前端部の形状に沿わせるように構成してもよ
い。
　（３）上記実施形態では、異物侵入防止突部６５を略四角錐状に構成したが、本発明は
このような態様に限定されるものではなく、例えば、異物侵入防止突部を略円錐状に構成
してもよい。
【００３７】
　（４）上記実施形態では、異物侵入防止突部６５を第二側嵌合面６０に形成し、異物侵
入防止凹部４１を第一側嵌合面３４形成したが、本発明はこのような態様に限定されるも
のではなく、例えば異物侵入防止突部を第一側嵌合面に形成し、異物侵入防止凹部を第二
側嵌合面に形成してもよい。
　（５）上記実施形態では、異物侵入防止突部６５を前側接続部５７の基端部に形成し、
異物侵入防止凹部４１を端子挿入口３５の開口縁に形成したが、本発明はこのような態様
に限定されるものではなく、例えば異物侵入防止突部および異物侵入防止凹部を隣り合う
前側接続部間に形成してもよい。
　（６）上記実施形態では、端子保持部５３に中継端子５６が保持された構成としたが、
本発明はこのような態様に限定されるものではなく、例えば端子保持部に雄型端子が保持
された構成としてもよい。
【符号の説明】
【００３８】
１０：コネクタ
３０：第一ハウジング
３４：第一側嵌合面（他方の嵌合面）
３６：ロックアーム
４０：第一側遮断面（第一の異物侵入防止部）
４１：異物侵入防止凹部（第二の異物侵入防止部）
５０：第二ハウジング
５６：中継端子（端子）
６０：第二側嵌合面（一方の嵌合面）
６３：突出部
６４：第二側遮断面（第一の異物侵入防止部）
６５：異物侵入防止突部（第二の異物侵入防止部）



(10) JP 2014-17085 A 2014.1.30

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(11) JP 2014-17085 A 2014.1.30

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(12) JP 2014-17085 A 2014.1.30

【図９】 【図１０】

【図１１】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

